
第５６回近畿地区国立大学体育大会（陸上競技）[大会コード: 18662001] 

実施要項 

 

〔１〕競技日程   平成３０年 ８月１２日（日） 

 

〔２〕競技会場   紀三井寺公園 陸上競技場（和歌山市毛見200番地） 

    [競技場コード:301010]  

〔３〕種  目 

男子：100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、110mH、400mH、3000m 障害物、 

100m＋200m＋300m＋400m リレー、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、 

円盤投、ハンマー投、やり投 

女子：100m、200m、400m、800m、1500m、3000m、100mH、4×100m リレー、走高跳、 

   走幅跳、砲丸投、円盤投、やり投 

 

〔４〕主  催  第５６回近畿地区国立大学体育大会 陸上競技当番大学 和歌山大学 

 

〔５〕後  援    関西学生陸上競技連盟 

 

〔６〕運営協力   （一財）和歌山陸上競技協会 

 

〔７〕競技次第 

      〈開会式〉  ９：３０～ 

      １．開 会 宣 言  学生役員 

      ２．開 会 の 辞    競技委員長（和歌山大学） 

      ３．優 勝 杯 返 還    第５５回大会優勝校   （男子）大阪大学  （女子）京都教育大学 

      ４．競 技 上 の 注 意    審  判  長 

 

          競 技 開 始    トラック競技   １０：００ ～ 

                            跳 躍 競 技   １０：００ ～ 

                            投 擲 競 技   １０：００ ～ 

   

          競 技 終 了  １６：００ 

 

     〈閉会式〉 １６：２０～ 

      １．成 績 発 表   審  判  長 

      ２．表彰・優勝杯授与   トラックの部（男子・女子） 

          （各１～３位まで） フィールドの部（男子・女子） 

                              総合の部（男子・女子） 

      ３．閉 会 の 辞  専門委員 

      ４．閉 会 宣 言  学生役員 

 

 

[ 大 会 役 員 ]  

   競技委員長   本山 貢（和歌山大学） 

    専 門 委 員   前田 正登（神戸大学） 

    総 務 委 員   脇田 淳一、藤原 尚己、小山 拓哉（和歌山大学） 

           

 



〔８〕実施要項 

１．参加申込 

  締切期日 平成３０年 ６月２０日（水）必着 

  申込み先 大会事務局 和歌山大学学生支援課 

             〒640-8510 和歌山市栄谷 930 

              （℡:073-457-7110 E-mail: gakuseika＠center.wakayama-u.ac.jp） 

  参加資格 

（ア）本大会規程第 13条適用、かつ平成 30年度関西陸上競技連盟登録者に限る。 

（イ）選手は医師の診断により大会参加が適当と認められた者で、当該大学長の承認のある者に 

限る。 

  参加制限 

   （ア）１種目につき１大学３名以内（ただし、リレーは除く。） 

   （イ）１人３種目以内（ただし、リレーは除く。） 

   （ウ）リレーは１大学１チームとする。 

  申込方法 

   （ア）所定の方法（参加申込み）により提出すること。 

   （イ）リレーは４～６名連記のこと。 

 

２．競技方法 

  競技方法 

   得点累加法による団体競技とする。 

  得  点 

   １位８点、２位７点、３位６点、４位５点、５位４点、６位３点、７位２点、８位１点、ボーナ

ス得点（日本新 30 点、日本タイ 25 点、日本学生新 20 点、日本学生タイ 15 点、関西学生新 10

点、関西学生タイ７点、大会新５点、大会タイ２点）ただし、ボーナス得点は予選・決勝を通じ

て１回のみ与えられるものとする。 

  順位決定 

   総合得点法により団体順位を決定する。ただし、同点の場合は１位の種目数の多い大学を上位と

する。それでも順位決定できない場合は、２位の種目数で決定する。 

   なお、決定しない場合は３位の種目数で決定する。いずれの段階でも決定できない場合は抽選に

より決定する。 

 

  競技規則 

   2018 年日本陸上競技連盟競技規則並びに本大会申し合わせ事項による。 

  審  判 

（一財）和歌山陸上競技協会に委嘱する。 

 

３．表  彰 

  男女各総合、トラックの部、フィールドの部の３位までを表彰する。 

 

４．大会記録 

大会新記録及びタイ記録は、手動時計、電気計時を問わず、プログラム記載の大会記録よりも良

い（大会新記録）か、あるいは大会記録と同じ（大会タイ記録）であることを条件とする。 

 

５．その他 

  （１）代表者会議の実施については、各大学に開催の意向を確認し、決定する。 

  （２）ナンバーカードは、各自、関西学生陸上競技連盟のものを用いること。 

  （３）参加大学は審判員を出すこと。 

  （４）競技中に発生した傷害、疾病についての応急処置は主催者側で行うが、それ以後の責任は負

わない。ただし、2018 年度公益社団法人日本学生陸上競技連合普通会員は、原則としてスポー

ツ安全保険に加入しているので、この保険が適用される場合がある。 
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